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内 容 梗 概

従来のFl勅式矧勺交換機は局線からの前信を内線に接続するには,必ず中継台とその-､軒任交換手を必要とし

た｡本交換棟は局線中継振作をすべてrノづ練電話機に行なわせ,中継台および交換丁を不要としたもので,すで

に発表したAAILl分散[トー継式交換機(1)の姉妹機である｡

DAX-2Aは小容量分野を対象とし,局線5回線,内線20×2回線まで収容できるクロスバ方式の分散中継式

交換横であり,加入者電話枚の抑ボタンおよびダイヤルの操作のみで,ノニー)線発信,.吊線応答,コールバック,

転送,割込み,キャンプオンを行なうことができる｡小規模であるにもかかわらずサービスクラスほ特けl,甲,

甲′,乙の設定が自由であF),二酎刊線の収容,市外制御,内線度数言菜節の付帯機能も兼僻している′て.エリミネー

タ電抑を内蔵しているほか,拙作ソノ法や隋与l子時の処程などに新しい試みがなされている_‥

1.緒 口

自動式朴引ノ+交換機が実用化されて以来,ノJこ-う維新イこ‾;の交換振作ほ中

継わとその申任交換手によるという基本原則が守F)れてきた｡しか

し近年,"紆ノ苗の近代化”が大きくクローズアップされるようになF),

その一端として構内交換磯も経済化,合判りとの線に沿って大きく脱

皮しようとしている｡このようなすう勢に従って,一昨年発表した

AAF-1分散中継式交換榛ほ中継台とヤ任の交換手を廃l卜して,昧

而析と設鮨烈を節約し,かつ増大する交換手の人件群と求人難に対

処しうる経済的な交換揆として好評を得てきたJこのAAF-1は内

線群星50[司線として開発したものであったが,その後さらiこ小容量

の機種の開発に対する要望が強くなったので,今回内線容最20×2

阿総のDAX-2A分散中継式交換機を開発した｡

木立換棟ほ納回のAAF-1分散中継式交換機で得た経験と実読む

いかし,小熔量分野で初めてのクロスバ方式を採用して,多くの特

殊什滞機能な付加できるよう融通性をもたせ,さらに構造をぎ宍痢設

節形キャビネットタイプとし,ユリミネー_タ竜淋,切荷責粘千枚をlノ+

蔵してコンパクト化した｡そのほか操作をダイヤルおよび1仰の抑

ボタンのんで行ない,誤操作に対する処置や障`テl子発/L時の対策,各

種兵ホ行などの細部についても新たな検討を加えてある｡

本交換機のような小解竜の交換楼では,小継子Tや交換手の安,不

安ほ若巨析F伽こ大きな景子禦があi),また番り･もiテ山正しJPすい程度の規

校なので,交換操作を一般内線電話機側で行なうことも無粋がなく,

分散小継式交換倣を採用する効果はきわめて大きい二.後述するよう

に,分散小糾式交換枚は今までのPBXに比較して咋緯望せな50%1'1

下に鮒減できる非常に経済的な交換機であって,′J､址慄の会什,而

什,鈍け,l‾二場,メお院,学校などに最適な段椎である.--

2.経 済 性

矧7′モの綻†剤生を比較する場合,その装荷の購入仙格だけを比較し

たのでは,初期投汽笛の大小ほわかるが,装茫たの耐用年数と維持費

を含めた総令的な経済性は比較し得ない｡経済比較の最も北本的な

方法ほ,細年の望引++すなわち年経費を比較する方法である｡

年経弛も 投‾F資本を利子つきで川収するゴ暮川寸と運転維持要皆の介

計節を,等価の同一額年末払に換買†二することによって求められる:､

その二削_l-1式は下記のとおりである｡

*
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第11ズ1て｢ 羅 門 比 較

β=〃にた-1-＋～ト
ニこで,ガ:中 経 把

P:投 下 ヂ手 本

∠:利 率

乃:期 間

(1)

一句貨の自動交換棟と分散中継式交換機との年経出の比較を弟1図

に示すっ表中A～Dの各棟種は,現在PABX用lてⅠ動交換機の標準橙

穐とされているものであるが,これらの椀種に比して,分散中継式

交換楼は大略1/2程度の年経費で済むことになり,きわめて経済的

である｡なこわ,比較の条件は下記のとおりである丁一上

(1)投

交換機,

年利10%,

換節:する二
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下 資 本

電源装置,MDF,電話棟,‾【∴事窒‡の合計販ラ別所格を,

倍却期間15年,娯去IJ後の残仔細格窄として年経費に

なお,恭機唾の柄成ほ第】表をこ示すとおF)である〔.〕
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(2)逆転維柑ゴ`～

保`､摺号,交換取扱者人件粥,磁力ゴーそなどが考えられるが,電力

費ははとんど差がないので比較の対象から除外する- なお分散小

継式交換枚の交換取扱者人什弓1～は,機種ごとに交換収抜罷から扱

者数をノ求めて決1巨した｡

(3)そ の 他

J+上面横の相違は,咋経矧･ニかなり人きく岩手管するほずである.‥.

分散中継式交換機ほ,一般の=助交換楼よi)所要りJl純一モが少たくこ

て済むが,第二定が困難なので比較の対敏から除外した‥ したがっ

て策1図にはホしてないが.船丘純一(に関しては分散小継式交換機〝つ

ぼうが有利である=.

3.構 成 概 要

本交換機は交換機本体,f∴)根太′Jミ駄 加人‾古竜.言.I頗よぎ)f掛成さ

論 第47巻 第4-ゝこニ･

第2月 DAX-2A分散小継式交換機胤武儀器一望主よ

略 称 E 日日 名
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略 称
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馬絹ミトラ
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注 TRKB とTRKCミミどちらか片方の人指裁てきる+

-て責刀ニリレーグループ5
lt!1路及び加入者度数計
20鯛を収容

対H形局用度数社許リレ

ーーγ‾'′ンープ5同格及び
加入者蛇数計20個を収
ゼ羊

l古壷汀が大きくて表示盤の
ブザーの許が聞えにく
い場合や.宿【Ft宴たど
に局線やき溝川線の着信
譲≡示川とLて陳稲する
積:妄て了

寄主4Lズ†局 線 才壬 ホ ヤ珪

れる｡

3.1D人X-2人分散中継式交換模本体

交換機本体ほ第2図および弟3図に示す柄j迄〝ノもので,次のよう

な三持艮を持つ′､

(1)

(2)

(3)

スチール製の据置形である.｡

防じんキャビネット形であるっ

内一言i弔擬;純まゲートi･こ搭載さjtでざゴi),壁赫設群が‾=丁能で

ある二

電源表示灯および警報表示灯がキャビネット前面上部の見

やすい位檻に取り付けてある｡

(5)ん】)紡ミ切符え電けんがドア表面にとりつ二十ら々tているので,

夜iril切替え,障害時の応3処罠などをだれもが即削こ行な

うことができる｡

(6)エリミネータ電源を内蔵している二

3.2 構 成 磯 器

交換機本体を構成する機器を第2表に示す〕また策3表に示す付

加与引戸たが用意さjtでざゞり,必要に虹じて交換機に搭叔される∴.

3.3 局線表示盤

J,j満と表ホ盤の外観を第4図に,その外形寸法を第5図にホす｡什
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様の概略は次のとおりである.=

(1)′ト形スチール製の中上形であるが,添付の収什金物により

壁掛形としても使用できる〕

(2)着信,話中および局線番号をランプにより糸示する.二J

(3)着信表示ブザーを内蔵している′｢

3.4 加入者電話機

加入者の種類によって6501Al(3心コード什),HSA-641(抑ボタ

ン付電話機)の2稀よi)嵐ゞ､二=.加人老の拉額と適川する息子占機を舞

4表に,またHSA-641電.講機の外税を舞占図に示す.二､

4.中 継 方 式

巾継力式岡を第7図にホすし またおもな接続とそノ)経路を弟5表

継 式 交 換 機

第4三三 加入者の種軒と適用電話練

707

ギミ番. 加 入 者 の 種 軒

一 般 単 独 加 入 話▲

‥

杓 2 共 同 加 入 古

雅†,i■J.,)線転送.局線番号

チェック,割込キャンゾオン機能

を必要 と す る 加 入
二部

第5去 j妾

適 用`JE 訪耗
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5.機 能

シナ散小淋プ(交換楼でほ今まで中継千～で行なっていた一棚如才仁子の応

答,転送,解ぢ･.織別,割り込為その他の操作をすべてl勺泰郎‾巨.i.キ餞で

行なうことになるので,一般の交換枚とは1f･さな/-,た特殊な円か如ミ必

要となる｡.

5.】局線着信の表示

J.う線よF)の着信があった場合,こノれな内線カn人‾附こ知らせる撒能

で,分散小継式交換梗独特のものであるっ 3.3モ如こ述べたん.)線素′Jミ

盤のブザーの鳴動およびランプの∴rが戒によr)滋ホされる.-_.またJ‖)線

の.糾∫状態もこの表示盤のランプにより衣小される.

5.2 局線着信への応答

局線着信に対し応答操作をした1勺練加入者と,右信した局線とを

接続する｡ノ多数のl勺線加入者が応答した場介にほ,そのうちの1!勺

線加入者の､みを着信局線と接続し,他の加入者には訪中斉を送f一日す

る1局線着信に吐こ茶する機能を持つ｢勺線加l人者の数ほ,任二法に決め

ることができる｡

5･3 コールバックおよび転送

ノ`ニュ線に応答した内線加入者ほ他の舶来加入一方を呼び出し しニー′レ

-53-
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バック),さらに局線をその内線加入者に転送することができる二.転

送を受けた内線加入者は,また別の内線加入者へコールバック.bよ

び局線を転送できる｡

5.4 発信局線の転送

発信した局線も他の内線加入者へ転送することができる｡したが

って,市外制御装置をつけた場合,甲内線が手動即時の市外発信を
行ないたいとき,特甲内線に発信を依頼し,特E‾口内線は巾外発信を

したのちこれを依顕著の甲内線に転送することによF),甲内線は自

席で市外発信ができ,しかも料金などの管理は特利勺線が行なえる

ようにし,運用上の利便を図った｡

5.5 局線番号の識別

局線に発信する場合,あき人jう線を自動的(こ選択捕捉するが,‾r動

即時の市外通話を申し込む場合,捕捉した局線の番号を知る必要が

ある.｡内線加入者の押ボタン操作により3.3項iこ述べたノ.1)線未ホ盤

に,その内線加入者が捕捉した局線番一弓に相当するランプを心火し

てこjtを表示する｡

5.る 割 り 込 み

一般の交換機でほ,話中の内線に対して中継台より割り込むこと

ができる｡分散中継式交換楼にも一般の交換轢とrtり様に,割り込み

枚能をつけることが望ましい｡しかし分散中継式交換楼の場介は,

不用二弓割こ割り込み機能を持たせると,不特定多数の加入者が任意に

他人の通話に割り込むことが可能となり,これを乱用することほ通

話の秘密保持のうえから好ましくない｡したがって割り込み機能

は,特定の電話機(HSA-641電話磯)にのみ許容することとした｡

また必要に応じて,ジャンパー替えによりこの棟能を耳が)除くこと

もできるよう考慮してある..

5.7 キャンプオン

転送に際して,被転送老が訪中の場合自動待合せを行ない,油話

が終了すると日動的に被呼老を呼び出して接続するいわゆるキャン

プオンができる(=)このため局線に応答した内線加人老は被転送者の

通訴終‾rを待たずにその挟作から離れることができるので似利であ

るこ.しかし被キャンプオンl勺線加入瀦がキャンプオンされたことを

知らない場合,あるいほ9.2項で湖明するような;さりを操作を行なうと

ノー胡泉側の加入老は長時間待たされることとなり,サービス上きわめ
て好ましくない‥.これらのf!巧題を解決するたふ7〕に,キャンプオンを

子+こなう前に必ず被転送一丹の凪講に割りjAんでそれを知らせることに

し,また被転送老がキャンプオンされてはなノノない状態にあるとき

は,7.2項に説明するとおり転送斤を‖動l′山こJ‥ほ如二子如l‡させるこ

とにしてあるっ
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5.8 2共同個別呼び出し

【ノ1根尾言六枚を2共同とし,個別呼び出しができるので事実上2倍

の加入者を収解でき,小容量の交換機ではあるがその利用範囲ほ広

いこ 分散中継式交換傲のl勺線容量ほ構内交換設備等の技術基準によ

り100回線以‾Fと規定されている｡この規定の主旨は,内線番号を

しろうとでも記憶容易な範何の2数字に押え,かつ転送時の局線保

留ロゴ州りを短くすることである｡したがって,内線番号は2共同加入

者iこも付加番号をつけることはせず,すべて2数字とし,葬る表に

示す各種接続表示に使用した番号を除く20～69が使用できるが,

あ仁jかじめ20～39に設定されておりジャンパー替えによF)変更で

きる｡

5.9 内線度数登算(局線発信度数の登算)

分散中継式交換枚は,管理人が簡単に交換操作を行なうことがで

きるのでアパート桐としても適しでおり,このような場合,度数登

汀機台巨を才ト,ているので料金配分上触利である｡また9.4項に後述

するが,独特の度数て夏算方式を採用しておりブースタ電池を必要と

しない=

5.10 専用線収容

二中二梢線を収容し,トールダイヤルを行なうことができる｡このた

め支店を多1て持つ企業,たとえば銀行などでは本店と支店,またほ

女Jプて相互間でトールダイヤルソテ式による専用線網を作って,ダイヤ

ルにより射占またほ支店のP+紋を直接呼び出すことができる｡

5.11電 源

一般に交換機の電源にほ別にエリ ミネーメ電批‡が設躍されるこ,本

交換機程度の小容量の交換株でほ,掛こ棟械宅を設けず事務室の一

一線こ設置さjtることが多い′-.したがって,外観_L,また装置の占め

るりこ耐析を′+､さしてするため,エリミネータ電源を交換枚にlノづ接する

ことにしてある-

5.12 局線自動切替

重安川路のヒューズ帆 機能停+Ⅰ二などの障繋が発生した場合9.5

風こ後述するが,l二l動的iこノ白)線を市通内線電話轢に切り幣える機能

キもつっ したがって交換槻障宍に際しても,日動的に切り替えられ

二上二向通lノづ練馬こ‾i.I機を川いて,交換機を峻別せずにJ.‾,)線着信に応答お

エび11)和之への允信ができる二.

る.操 作

一)ナ倣巾継式交換膜では,行程接続撰作を-･般加入者が行なうので

械作プ了法を他ノJ簡小にし,また拙作する装乙托を簡略化するため,操

作はすべて屯;訪樺のダイヤルと,電丁子占機(･ことF)つけた1仰の押ボ

タンによ-_)て行なうようにしてある-:心もな接続挫rFを第る表に

ホす

7.サービスクラス

第7表に示す4樺賢主のサービスクラスを謎ナることができる｡こ

れらのサービスクラスは1巨]線ごとに=lt=こ選定することができ

る たたし2共同加入一策は1組を別々のサービスクラスに設定する
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ことほできない｡また,特甲,【‾rけ)ノ[E訴機は必要とする放たけボタ

ン付き電話棟(HSA-641電訪機)を使用することができる｡この

サービスクラスとボタン付き電話機を適当に設定することによって

運用卜の融通性は非常に大きくなり,幅広い用途に適絹できる｡.極

端な例として,多くの人がl司じ仕事をしているところ,たとえば交

通樺関の案内所や証券会社の常業所などでは,全内線な特Irlか叩に

して着信した描線にはどのlノづ線からも応答できるようi･こすると便利

であり,また反対に,たとえばアパートなどでほ管】聖人主に三拝く･.一に

話機を特甲のボタン付き一正諸株として,他はすべて甲にすると便利

である._.

8.接続動作の概要

8.1発信音接続

弟8図で発呼老SUBはて-カMKRの動作によりリンクLINK

を通してレジスタREGに接続され,REGより発イ一言汁が送～1毒さ

れる｡

8.2 自局内壬妾続

REGは発呼老の行なうダイヤルを計数するとMKRを｢起動し,

ち了11岡 ノー舶如己笛,コールバック,転送桜紙図

MKRは発呼者ぶよび脚平老を第9図のとニー-が)即こ己l勺トランクIOT

に接続しREGとともに復lnする｡脚平老にはIOTより呼よ-11し信号

が送料される｡

8･3 局線発信接続

発呼老が"0”をダイヤルすると第10図に示すようにトランク

TRKAに接続される｡発呼老のサービスクラスが甲であれば,この

とき使用したREGがそのまま市外制御リレーグループTCR/Gに

よりTRKAに接続されて市外制御を行なう｡

8･4 発信局線番号の識別

8･3局線発信の際,ノ.胡泉に接続された状態で唱訪依のポクソを押

すと局線表示盤LAMPPANELに捕捉したTRKAに対応するチ

ェックランプが点火して,その局線を捕捉したことを表示する｡
8.5 局線応答接続

J+)線に着信がありLAMPPANELにそれが表示さJtたとき,任

意の加入者が送受器を上げ局線応答番号"8”をダイヤルすると,弟

11図の〔‾わに示す経路で着信したTRKAに接続される｡つ

8.d コールバック

8･5項で局線に応答した加入者SUBAがそのまま"1”をダイヤ

ルすると局線は保留され,コールバックトランクCBTが捕捉され

る｡さらにCBTよりREGが捕捉され,発信音がREGよりCI∃T,

TRKAをf柔てSU上ミAに送られる｡SUBAはこの発信音を問いてか

ら発呼弟SUBIiの番リーをダイヤルするとREGはMKRを超勤し,

MKRほ弟11図身の経路でSUBBをCBTと接続しREGとともに

復旧する【ニーこのときCBTはMKRより送仁)れたSUBIiの収糾ヒf環

を吉山蕉して転送に備える｡

SUBAは･ェ･･,④の経路でSUBBとコールバック嵐妄.陀7はい,そ

のまま送受器を二‡ごろせばノ局線はSU王ミBに転送さjtるが,転送せず

に"1”をダイヤルするとCBTおよぴ(ぅの経路は矧目し,SIJBAほ

往)の経路で再びり線と通話することができる｡

8.7 転 送

8･るユ如)コール/ミックの状態で転送老SUBAが送受詩語をおろせ

ば,CBTほMKRを起動し,MKRにTRKAと被転送老SUBBの

収容位鞋あ六を送る｡MKRはその表示を受けて,TRKAとSUBA

とを結ぶリンクをl梢放し,TRKAとSUBBとを接続し,第1】図:遥)

の経路でんろ線はSUBBに転送さjtる｡_l二記接続が終了したときに

MKRとCBTは役l目する｡

8.8 割り込みおよぴキャンプオン

8･る項のコールバックの際,柳平老SUBBが諦十-の場合‥訂H卜汀

を聞いてSUBAが電話機のボタンを押すとSUBAは訪中のSUBB

に帥′)込むことができるしJSUBAはSUfiBに71こ合せ局線のある旨

ー55叫
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第13図 一般的なコール/ミック接続図

を告げて送受器をおろせば,8.7項の転送と同様の接続が行なわれ

るが局線はTRKAで保留されたままとなりSUBBとの遺託路は形

成されない｡TRKAはその状態でSU8Bの終話を監視し,終訪を

識別すると呼｢H信ぢ･を送出してSUBBを呼び附す｡SUBBが応字‡

すると弟11図④の経路で保留中の局線と接続される〕

8.9 専用線着信接続(トールダイヤル)

専用線より着信があると舞12図に示すように,ラインリレーグル

ープLRGから自局内接続と同様の動作で掛平井と接続されるっ
8.10 専用線発信

8.1項の接続により発呼老ほ発信古をl∬ほ,噂用紙発信番-ぢ･"9”

をダイヤルするとREGはMKRを起動し,MKRはゃ用線トランク

TRKCと発呼老を接続しREGとともに役l】ける二∫

9.特 長

9.1 コールバックおよび転送

コール/ミックおよび転送の力法として一般的には第13図に示す

力法が考えられる｡)この場含んi)線トランクTRKAは内線側にA,B

2木の接続路を必要とし,SUBAからSUBBへのコールバックは

この2本の接続路を過して行なわれるニ.SUBBへの転送後はBの接

続路でSUBBとJこる線との通.講が行なわれ,再び他の加入老へ転送

を行なう場合はAの接続路が使用される.｡

このように各TRKがLINKの重商路を2本ずつ使用するとクロ

スバスイッチが大きくなるとともにTRKの機･器が増加して高価と

なる｡このためコールバックトランクCBTを設けてコールバック

および転送機能な躾中化して経済化を図ったっ

9.2 局線強制‾復帰

局線転送時にキャンプオンを行なう場合,誤って次のようなダイ

ヤルを行なってキャンプオンをすると保留中の局線に非常な迷惑を

かける-.
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(1)?た番号をダイヤ′レしたとき-〕

(2)局線非接続加入者(サービスクラス乙)番号をダイヤルし

たとき｡

(3)すでにキャンプオンされている加入者の番号をダイヤルし

たとき｡

これを防ぐ方法として,共通制御装接が接続の過程でこのような

ダイヤルが行なわれたことを検出し,転送老に表示音を送ってこれ

を知らせる方法が考えられる｡しかし一般の加入者に表示音の種頼

によって正確な判断を‾卜すことを期待するのは無理であり,誤操作

の原因になるおそれがある｡,このような誤操作を防ぐ方法として,

キャンプオンしてはならないことを検出すると日勤的に転送者をも

との八.)線と再接続する方法を川いた｡すなわち上記ダイヤルがなさ

れた場合,転送老がキャンプオンするにあたって割込操作を行な

うと,強制んろ線復焔を知らせる表示斉を短時間送った後転送老をも

との口線に和様続する二} このためしろうとの操作でも安心してキャ

ンプオンすることができるっ

このJ乃線役喘の方法は次の場合にも利用される｡すなわちCBT

が1加入者により長時間占有されると他の転送ができなくなるの

で,CBTの保留時間を限定し,定められた時間を超過した場合iこは

l′l動的に局線に役焔させる｡この方法は保留巾のJこ1線をあまり待た

せないで済む効梨もある｡

9.3 二重キャンプオンの防止

前項で述べたとおり1‾均一の内線加入者に2府以上にキャンプオソ

が行なわれることを防l卜するために,コールバック接続の過程で

MKRは被呼=‾丹が.言桝-であることを識別すると,さらにその披呼老

がすでにキャンプオンさカtているか子羊かの試験を行なう〔

キャンプオン試験ほ被呼名のC線を利1一寸して行なわれる｡このた

め通話中の加入老のC線ほ†郎基地気におとさず,ある一定の電位に

昧ちキャンプオン試験の際MKRによってこの電位を変化し,その

変化をキャンプオン小のトランクで検附して,これを被呼老がすで

にキャンプオンさjtている柄報としてMKRに送る｡MKRはこの

･けテ報を受けると.コールバックトレーンの接続を行なわず,CBTに

その場報を転送した後復忙1する′-)CBTはこの情報を受けると転送

常にご糾ト音を送出し,転送老が測り込み操rFを行なうと前項で述べ

たとおりり線に復輔させる｡

9.4 内線度数萱算

内線度数て差別Iil路を弟】4図に示す｡この回路は次のような特長

を持つ｡

(1)り線の梅性k転識別回路として,一般に川いられている逆

流式のように特殊なリレーを使川しないでよいこと｡

(2)度数計動作柑の電源としてコンデンサの充放電を利用した

のでブースタ電池を必要としないこと｡

川路動作の概要は次のとおりである∴.ノー‾】)線発信接縦の際,度数登
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DAX-2A 分 散

第8末 障害の種別と切替内容

障 害 種 別

主 ヒ ュ
ー ズ斬

MKRヒ
ューズ斬

雑回路ヒ ュ
ーー ズ断

呼 出 信 号 斬

REGヒ ュ

ーーズ断

TRKヒ1･-:ズ断

そ の 他

切 替 J勺 容

ただちに全局線切替

あき局線はただちに切替,

同 上

話中の局線くま通話終了後切替

L叫 卜

官7画面青首G石‾う‾右‾1南東百方‾㌻二‾二1廟二さ廓
担ニリ_些_と_旦艶竪琴旦±起上匝昼型埋草号室旦旦

ヒュ【ズ断のTRKに対応する局線のみ切背

局線,その他の回路が障害の場合は切替が必要なrl可終に

対応するMB電けんを引いて切替

算を行なうか否かをREGで識別し(市外接続ほ号室算しない)登貸す

る場合はREGよりの地気でSPAリレーが動作する･｡局線被呼暑

が応答し極性が反転すると,SPリレーが動作して2次巻線で保持す

る｡SPリレーの動作でSPAリレーが遅緩復IRするので,その間に

コンデンサC2の放電回路を作り度数計を動作させる｡上述のよう

にSPリレーは局線の極性反転を識別後直ちに通話線からほずL･,

その2次巻線で維持するため一般の登算回路のように電流値,イン

ピーダンスなどを特別な値に制限する必要がなく,普通のワイヤス

プリングリレーを使用することができる｡

9.5 障害時の局線自動切替

重要障害が生じた場合にほ,局線を自動的に特定のt勺線電話機に

切り替え以後の着信に肺える｡障告の種別と切り幣え内線ま第8表

に示すとおF)である｡したがってしろうとにむずかしい障害時の応

急処琵をしいることなく保寸上きわめて有利となる_-

10.性 能

本交換機の性能は次のとおりである｡

(1)線 路 跳 抗

内線線路拭坑

内繰漏えい抵抗

300n以下(電話楼を含む)

20kfl以卜

1rol.25 日 立 造
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継 式 交 換 機

局線線路抵抗

局線漏えい抵抗

l,200n以下

20kn･以ヒ
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(2)電 源

電 源 電 圧 AClOOV±10V50c/s,60c/s

定 格 電 流(瓜繁峠ヤ均) ACl.2A

動作電圧
DC24VI豊吉

特電時消費電流(最繁時)l三均) DC2.4A

t3) インパルス条件

メ ー

ク 比 33±3%

速 駐 9′～11imp/s

(4)呼 遺

4.5HCS/1ine り胡東光茄＋l勺練発信)

11,結 言

分敵中継方式は,専任の交換手にかわって内線電訴麟の佐川省が

交換操作を行なうことになっているので,市号記憶に無即がなく交

換操作が容易な範閃という趣旨で100い∃j線以下の交換機に限って適

用できることが定められている(技術基準第7粂)｡今回開発した

DAX-2A形と既発表のAAF-1形系列とで許されている100回線

以下の分野をすべてカバーすることができる｢)今後分散中継式交換

戟ほ企業経営合理化の一触的なすう勢に従って,ますます需要の増

大が期待できる｡今後は使J‾ぎ‾〕老のかたがたからもご批判を仰ぎ,こ

の交換橙の運用力法や必要な槻能についての検討を重ね,より使い

･やすい,より経済的な変換厳に再てるよう‾努力するつもりである｡

応後に本交換機の開発にあたってご指噂とご協力ないただいた関

係各位に厚く謝意を表する次第であるL-.
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